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令和７年３月 

小竹町 



（別添１） 

【福岡県小竹町】 

端末整備・更新計画 

 

 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 

①児童生徒数 372 376 376 376 376 

②予備期を含む 

整備上限台数 

427 432 432 432 432 

③整備台数 

（予備機を除く） 

0 0 0 0 376 

④③のうち 

基金事業によるもの 

0 0 0 0 376 

⑤累積更新率 0 0 0 0 100% 

⑥予備機整備台数 0 0 0 0 56 

⑦⑥のうち 

基金事業によるもの 

0 0 0 0 56 

⑧予備機整備率 0 0 0 0 14.89% 

※①～⑧は未到来年度等にあっては推定値を記入する。 

（端末の整備・更新の考え方） 

GIGA 第 1期で整備した端末は、令和 10年度には、OS のサポートが近づくことから

更新する。キーボードの破損があるが、端末本体については使用可能なものが残存

すると予想されるため、管理職やその他職員用の端末として使用する。 

 

（更新対象端末のリユース、リサイクル、処分について） 

 ○対象台数 430 台 

 ○処分方法 

  ・売却 400 台 

    ※残存価格が少額である場合は、再度検討し再使用、再資源化を業者に委託

する。 

  ・使用済み端末を学校内で再使用 30 台 

 ○端末データの消去方法 

  ・処分業者等に委託 

 ○スケジュール（予定） 

  ・令和 10 年 9 月 処分業者の選定 

  ・令和 11 年 2 月 新規購入端末の使用開始 

  ・令和 11 年 3 月 使用済端末の業者への引き渡し 



（別添２） 

【福岡県小竹町】 

ネットワーク整備計画 

 

①必要なネットワーク速度が確保できている学校数（総学校数に占める割合） 

 小学校 0 校（0％）・中学校 0 校（0％） 

 

②必要なネットワーク速度の確保について 

（１）ネットワークアセスメントによる課題の特定スケジュール 

  令和 8 年 11 月までに課題のある学校について課題の特定を完了させる。 

 

（２）ネットワークアセスメントを踏まえた改善スケジュール 

  ネットワークアセスメントの結果を踏まえ、令和 8 年 11 月から改善策を検討開始 

 令和 9年 11 月までに対象校における改善策を作成する。 

 

（３）ネットワークアセスメントの実施等により、既に解決すべき課題が明らかになっ

ている場合には、当該課題の解決の方法と実施スケジュール 

 ネットワークアセスメント等の結果より明らかになった通信環境の課題を令和 10

年 12 月までに解消する。 

 

 



（別添３） 

【福岡県小竹町】 

校務DX計画 

 

 本町では、クラウドを利用した統合型校務支援システムの導入が完了しており、校務

の効率化、ペーパーレス化に向け取り組んでいる。 

 校務支援システムを導入したことにより、児童生徒の出欠日数や成績の管理、通知表

の作成等において校務の効率化を図ることができた。さらに、グループウェアが稼働し

たことにより学校内や教育委員会との情報の共有におけるペーパーレス化が進みFAXの

使用、公印の押印は最小限に抑えることができている。 

 今後の校務支援システムの更新においては、名簿情報の不要な手入力作業の一掃や、

より効果的に業務をおこなえるよう検討する。 

 また、AI型ドリルや児童生徒及び保護者への調査やアンケートのクラウド化を推進す

る。AI型ドリルについては、ドリルを活用した家庭学習を進めることで採点や管理に費

やしていた時間を削減し教員の負担軽減を図ることができ、児童生徒及び保護者への調

査やアンケートについては、クラウドサービスを活用することにより、集計等の時間を

削減し校務の効率化を図ることができる。 



（別添４） 

【福岡県小竹町】 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１．１人１台端末をはじめとする ICT 環境によって実現を目指す学びの姿 

学習指導要領及び中央教育審議会答申「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して

～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」が

示されている。 

本町でも、第５次小竹町総合計画において、「時代に即応した教育活動の推進及び教

育ＩＣＴ環境の整備」を掲げており、GIGA スクール構想の目的である「多様な子どもた

ちを誰一人取り残すことのない、公正に個別最適化された学びを持続的に実現させるこ

と」の達成に向け、ICT の整備を始め、これらを活用できる知識や能力の習得をサポー

トする教育環境の実現を目指す。 

 

２．GIGA 第１期の総括 

令和２年度より学習者用端末の整備や校内ネットワーク整備を進め、全普通教室に電

子黒板の設置、児童生徒の協働的な学びを充実させるための授業支援ソフト、個別最適

な学びを推進するためにデジタルドリルを導入しICＴを活用した学習を推進してきた。      

さらに ICT 支援員を小中学校へ配置し、教職員や児童生徒の学習サポートを行ってい

る。 

課題として、ネットワーク面では、通信速度における不具合等は確認されていないが

推奨される帯域には及ばないためネットワークアセスメントを実施し環境の改善を図

る必要がある。 

また、ICT の活用における職員の格差が生じており研修を充実させる必要がある。 

 

３．１人１台端末の利活用方策 

①１人１台端末の積極的活用 

 ○児童生徒の家庭学習による端末の積極的活用の推進 

 ○授業支援ソフト及び AI 型ドリルを活用した積極的活用の推進 

 

②個別最適・協働的な学びの充実  

 ○AI 型ドリルを活用し児童生徒の理解度・習熟度に合わせた、個別最適化された学

習の充実 

○授業支援ソフトを活用し児童生徒が協働で学習でき、対話的で深い学びを実現し主

体的に学習に取り組む授業を実現 

 



③学びの保障 

 ○不登校などの児童生徒への端末を活用した授業への参加・視聴の機会確保 

 ○特別な支援を要する児童生徒の特性に応じた端末活用による支援の推進 

 ○希望する児童生徒が端末を活用した教育相談を受けられる仕組みの検討 


